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【手続補正書】
【提出日】平成29年1月31日(2017.1.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画面上に観察するオブジェクトを設置することができる画像表示装置であって、
　表示画面と、
　前記画面の背後から前記画面の外へ光を発する複数の発光手段と、
　前記画面の背後に配置され、少なくとも１つの前記発光手段から発せられる光と前記画
面に設置されたオブジェクトから反射される光とを含む光を検出し、少なくとも第１の検
出値と第２の検出値を出力する複数の光センサと、
　前記複数の光センサにより出力される検出値に基づき、前記オブジェクトが置かれた領
域に対応する前記画面のオブジェクト領域を判定する判定手段と、
を備える画像表示装置。
【請求項２】
　前記各光センサは１回目に前記第１の検出値を出力し、２回目に前記第２の検出値を出
力し、
　前記判定手段は、前記各センサの前記第１の検出値と前記第２の検出値との差を計算し
、前記画面上の領域であってその領域に対応する前記光センサについて計算された前記差
が第１の閾値より大きい領域を、前記オブジェクト領域であると判定する請求項１に記載
の画像表示装置。
【請求項３】
　前記オブジェクト領域内に配置された前記発光手段を、前記オブジェクト領域外に配置
された前記発光手段より高い輝度で発光させる、制御手段を更に備える請求項１又は２に
記載の画像表示装置。
【請求項４】
　前記画面は、画像を表示し、前記画面に設置されたオブジェクトを光で照射する請求項
１～３のいずれか１項に記載の画像表示装置。
【請求項５】
　前記判定手段は、
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　　少なくとも１つの前記光センサが出力する前記第１の検出値と前記第２の検出値との
差が前記第１の閾値以上である第１の領域と、
　　前記第１の領域に隣接する第２の領域であって、第３の閾値以上の数の前記光センサ
の各々が出力する前記第１の検出値と前記第２の検出値との差が第２の閾値以上である第
２の領域と、
を前記オブジェクト領域として判定する請求項１～４のいずれか１項に記載の画像表示装
置。
【請求項６】
　前記判定手段は、前記第１の検出値と前記第２の検出値との差が閾値以上である前記光
センサが存在しない場合、前記画面上に前記オブジェクトは設置されていないと判定する
請求項１～５のいずれか１項に記載の画像表示装置。
【請求項７】
　前記オブジェクトの大きさの既定値の情報を取得する取得手段を更に備え、
　前記判定手段は、前記取得手段により取得した既定値のうち、前記判定されたオブジェ
クト領域の大きさに最も近い値に基づき、前記判定されたオブジェクト領域を補正する請
求項１～６のいずれか１項に記載の画像表示装置。
【請求項８】
　前記制御手段は、前記オブジェクト領域に含まれない部分に対応する前記画面の領域に
黒画像を表示させる請求項１～７のいずれか１項に記載の画像表示装置。
【請求項９】
　前記制御手段は、前記判定手段が前記オブジェクト領域が存在すると判定するときの前
記光センサの光感度を、前記判定手段が前記オブジェクト領域が存在しないと判定すると
きの前記光センサの光感度より低くする請求項１～８のいずれか１項に記載の画像表示装
置。
【請求項１０】
　前記制御手段は、前記光センサが前記オブジェクト領域内と前記オブジェクト領域外の
どちらかにおいて光飽和にならず、かつ、前記第１の検出値と前記第２の検出値が前記オ
ブジェクト領域と前記オブジェクト領域外の領域とで識別可能なように、前記光センサの
光感度を最適化する請求項１～９のいずれか１項に記載の画像表示装置。
【請求項１１】
　前記各光センサは、前記画面上に前記オブジェクトが設置されていないと判定された場
合の前記制御手段による制御に従って前記発光手段が発光させられたときの検出値を前記
第１の検出値として出力し、前記画面上に前記オブジェクトが設置されていると判定され
た場合の前記制御手段による制御に従って前記発光手段が発光させられたときの検出値を
前記第２の検出値として出力し、
　前記判定手段は、前記光センサの各々について、前記第１の検出値と第２の検出値とを
取得し、前記第１の検出値と前記第２の検出値とに基づき前記オブジェクト領域を判定す
る請求項１～１０のいずれか１項に記載の画像表示装置。
【請求項１２】
　前記オブジェクトはフィルムである請求項１～１１のいずれか１項に記載の画像表示装
置。
【請求項１３】
　画面上に観察するオブジェクトを設置することができる画像表示装置の制御方法であっ
て、
　前記画像表示装置は、
　　表示画面と、
　　前記画面の背後から前記画面の外へ光を発する複数の発光手段と、
　　前記画面の背後に配置され、少なくとも１つの前記発光手段から発せられる光と前記
画面に設置されたオブジェクトから反射される光とを含む光を検出し、少なくとも第１の
検出値と第２の検出値を出力する複数の光センサと、
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を備え、
　前記制御方法は、
　　前記画面を少なくとも１つの前記発光手段で照明する工程と、
　　前記複数の光センサにより受ける光を検出する工程と、
　　前記各センサが、前記画像表示装置に前記オブジェクトが設置されていないときに前
記第１の検出値を出力し、前記画像表示装置に前記オブジェクトが設置されているときに
前記第２の検出値を出力する工程と、
　　前記各センサから検出値を受け取る工程と、
　　前記第１の検出値と前記第２の検出値に基づき、画面上のオブジェクト領域を判定す
る工程と、
　　前記オブジェクト領域内の少なくとも１つの前記発光手段を、他の領域の前記発光手
段より高い輝度で発光させる工程と、
を有する画像表示装置の制御方法。
【請求項１４】
　前記光センサが出力する前記第１の検出値と前記第２の検出値との差が閾値以上である
領域を前記オブジェクト領域と判定する工程を更に有する請求項１３に記載の画像表示装
置の制御方法。
【請求項１５】
　少なくとも１つの前記光センサが出力する前記第１の検出値と前記第２の検出値との差
が第１の閾値以上である第１の領域と、
　前記第１の領域に隣接する第２の領域であって、第３の閾値以上の数の前記光センサの
各々が出力する前記第１の検出値と前記第２の検出値との差が第２の閾値以上である第２
の領域と、
を前記オブジェクト領域として判定する工程を更に有する請求項１３又は１４に記載の画
像表示装置の制御方法。
【請求項１６】
　前記第１の検出値と前記第２の検出値との差が閾値以上である前記光センサが存在しな
い場合、前記画面上に前記オブジェクトは設置されていないと判定する工程を更に有する
請求項１３～１５のいずれか１項に記載の画像表示装置の制御方法。
【請求項１７】
　前記オブジェクトの大きさの既定値の情報を取得する工程と、
　前記取得した既定値のうち、前記判定されたオブジェクト領域の大きさに最も近い値に
基づき、前記判定されたオブジェクト領域を補正する工程と、
を更に有する請求項１３～１６のいずれか１項に記載の画像表示装置の制御方法。
【請求項１８】
　前記オブジェクト領域に含まれない部分に対応する前記画面の領域に黒画像を表示させ
る工程を更に有する請求項１３～１７のいずれか１項に記載の画像表示装置の制御方法。
【請求項１９】
　前記オブジェクト領域が存在すると判定されるときの前記光センサの光感度を、前記オ
ブジェクト領域が存在しないと判定されるときの前記光センサの光感度より低くする工程
を更に有する請求項１３～１８のいずれか１項に記載の画像表示装置の制御方法。
【請求項２０】
　前記各光センサが、前記画面上に前記オブジェクトが設置されていないと判定されたの
に応じた制御に従って前記発光手段が発光させられたときの検出値を前記第１の検出値と
して出力し、前記画面上に前記オブジェクトが設置されていると判定されたのに応じた制
御に従って前記発光手段が発光させられたときの検出値を前記第２の検出値として出力す
る工程と、
　前記各光センサについて前記第１の検出値と前記第２の検出値とを取得する工程と、
　前記第１の検出値と前記第２の検出値とに基づき前記オブジェクト領域を判定する工程
と、
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を更に有する請求項１３～１９のいずれか１項に記載の画像表示装置の制御方法。
【請求項２１】
　前記オブジェクトはフィルムである請求項１３～２０のいずれか１項に記載の画像表示
装置の制御方法。 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明は、画面上に観察するオブジェクトを設置することができる画像表示装置であっ
て、
　表示画面と、
　前記画面の背後から前記画面の外へ光を発する複数の発光手段と、
　前記画面の背後に配置され、少なくとも１つの前記発光手段から発せられる光と前記画
面に設置されたオブジェクトから反射される光とを含む光を検出し、少なくとも第１の検
出値と第２の検出値を出力する複数の光センサと、
　前記複数の光センサにより出力される検出値に基づき、前記オブジェクトが置かれた領
域に対応する前記画面のオブジェクト領域を判定する判定手段と、
を備える画像表示装置である。 
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明は、画面上に観察するオブジェクトを設置することができる画像表示装置の制御
方法であって、
　前記画像表示装置は、
　　表示画面と、
　　前記画面の背後から前記画面の外へ光を発する複数の発光手段と、
　　前記画面の背後に配置され、少なくとも１つの前記発光手段から発せられる光と前記
画面に設置されたオブジェクトから反射される光とを含む光を検出し、少なくとも第１の
検出値と第２の検出値を出力する複数の光センサと、
を備え、
　前記制御方法は、
　　前記画面を少なくとも１つの前記発光手段で照明する工程と、
　　前記複数の光センサにより受ける光を検出する工程と、
　　前記各センサが、前記画像表示装置に前記オブジェクトが設置されていないときに前
記第１の検出値を出力し、前記画像表示装置に前記オブジェクトが設置されているときに
前記第２の検出値を出力する工程と、
　　前記各センサから検出値を受け取る工程と、
　　前記第１の検出値と前記第２の検出値に基づき、画面上のオブジェクト領域を判定す
る工程と、
　　前記オブジェクト領域内の少なくとも１つの前記発光手段を、他の領域の前記発光手
段より高い輝度で発光させる工程と、
を有する画像表示装置の制御方法である。
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